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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ

第３４６回蓮如上人御影道中が始動！

【
供
奉
人
集
会
を
開
催
】

１
月
24
日
か
ら
25
日
の
日
程
で
、
「
供
奉
人
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
供
奉
人
（
ぐ
ぶ
に
ん
）
16
人
の
う
ち
11
人
が
参

加
を
し
、
今
春
お
迎
え
す
る
第
三
四
六
回
目
の
御
影
道
中
の
歴
史
と
伝

統
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
気
込
み
が
共
有
さ
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

供
奉
人
と
は
、
御
影
道
中
の
御
下
向
と
御
上
洛
（※

詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
蓮
如
上
人
御
影
道
中
」
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
の

中
心
を
担
う
役
割
で
、
蓮
如
上
人
の
御
影
に
お
供
を
し
、
道
中
を
円
滑

並
び
に
安
全
に
進
め
て
い
く
重
責
を
背
負
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

今
年
は
じ
め
て
供
奉
人
と
な
っ
た
西
川
と
し
子
さ
ん
（
滋
賀
県
）
は
、

「
一
年
に
一
度
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
参
加
を
し
て
い
る
の
で
、

体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
が
、
供
奉
人
の
装
束
で
あ
る
「
法
被
」
に

袖
を
通
す
こ
と
に
対
し
て
、
今
か
ら
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
」
と
緊

張
の
面
持
ち
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

次頁、供奉人名をご紹介！

【
佐
竹
圓
修
氏
、
基
調
講
義
】

第
三
四
三
回
、
第
三
四
四
回
御

下
向
と
第
三
四
五
回
御
上
洛
の
随

行
教
導
を
務
め
た
佐
竹
圓
修
氏

（
小
松
教
区
第
2
組
・
光
玄
寺
住

職
）
か
ら
、
御
仏
事
と
し
て
の
御

影
道
中
の
魅
力
と
道
中
に
対
す
る

姿
勢
が
参
加
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
佐
竹
氏
は
、
３
年
間
撮
影
し

て
き
た
道
中
の
「
思
い
出
」
を
ス

ク
リ
ー
ン
で
紹
介
し
な
が
ら
、
永

き
に
亘
り
道
中
を
支
え
て
い
る

「
お
立
ち
寄
り
会
所
」
へ
の
思
い

に
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

五辻輪番より、一人ひとりに手渡されるご依頼状

勤行の様子

基調講義をする佐竹圓修氏



御 下 向 御 上 洛

教 導 林 拡 石川県 教 導 太田 浩史 富山県

宰 領 豊富 高宏 石川県 宰 領 鷲元 明俊 茨城県

会 計 多田 益子 大分県 会 計 堀出 幸子 滋賀県

供奉人 荒井 健治 福井県 供奉人 金尾 誠一 富山県

〃 岡本 漸 福井県 〃 小林 治樹 兵庫県

〃 日下部 融 福井県 〃 清水 教示 石川県

〃 西川とし子 滋賀県 〃 高畑 淳 茨城県

〃 橋爪 昭人 千葉県 〃 松本 順 大分県

〃 水谷由美子 三重県 〃 横山 公子 大阪府

第346回 蓮如上人御影道中供奉人名


